
76
令
和
7
年
５
月
8
日

予
算

審
査

８
人

の
議

員
が

市
政

を
質

す
　

　
 〜

 一
般

質
問

 〜　
議

案
審

査
研

修
報

告
こ

ん
な

ま
ち

づ
く

り
に

期
待

し
ま

す

５
ｐ

8
ｐ

16
ｐ

19
ｐ

21ｐ

原
岡

海
岸

原
岡

海
岸
（
富
浦
地
区
）

（
富
浦
地
区
）

小
林
賢
一
氏
撮
影

小
林
賢
一
氏
撮
影

2
月
臨
時
会
3
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

2
月
臨
時
会
3
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト



2

２月臨時会 ３月定例会２月臨時会 ３月定例会

　２月臨時会は２月３日、３月定例会は２月２７日～３月１９日までの２１日間開催され、報告１件、条　２月臨時会は２月３日、３月定例会は２月２７日～３月１９日までの２１日間開催され、報告１件、条
例１３件、一般議案１件、予算１３件、同意２２件、諮問３件、請願１件を審議した。採択の結果、請願例１３件、一般議案１件、予算１３件、同意２２件、諮問３件、請願１件を審議した。採択の結果、請願
は不採択となったが、その他はすべて原案のとおり可決した。は不採択となったが、その他はすべて原案のとおり可決した。

定
例
会
レ
ポ
ー
ト

初
日
に
先
行
議
決

　

定
例
会
の
初
日
、
次
の

議
案
が
先
行
議
決
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
同

意
・
適
任
と
決
定
。

◎
教
育
委
員
１
人

　

稲
葉　

泰
氏

◎
滝
田
財
産
区
管
理
委
員
７
人

　

安
田
勝
彦
氏
・
青
木
文

男
氏
・
青
木
康
彦
氏
・
鈴
木

久
夫
氏
・
児
玉
敬
二
氏
・
中

村
友
喜
生
氏
・
小
川
義
雄

氏◎
北
三
原
財
産
区
管
理
委
員
７
人

　

真
田
定
男
氏
・
池
田　

榮
氏
・
尾
形　

博
氏
・
鎌
田

和
幸
氏
・
小
原
清
一
氏
・
長

谷
川
茂
氏
・
渡
辺
義
雄
氏

◎
南
三
原
財
産
区
管
理
委
員
７
人

　

安
田
恵
美
子
氏
・
吉
田
洋

一
氏
・
安
田　

勝
氏
・
白
井    

登
氏
・
伊
藤
淳
史
氏
・
齋
藤

健
一
氏
・
中
山　

茂
氏

◎
人
権
擁
護
委
員
３
人

　

髙
木
孝
一
氏
・
鈴
木
知
英

子
氏
・
平
島
昭
一
氏

市
長
施
政
方
針
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

◎ 

学
校
給
食
費
値
上
げ
中

止
を
求
め
る
請
願

請
願
の
趣
旨　

市
教
育
委

員
会
は
、
１
月
６
日
付
で
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
学
校

給
食
費
の
値
上
げ
を
保
護

者
宛
て
に
通
知
し
た
。　

　

内
閣
府
か
ら
の
事
務
連

絡
に
、
国
の
重
点
支
援
地

方
交
付
金
の
推
奨
事
業
の

一
つ
に
、「
小
中
学
校
等
の

学
校
給
食
費
等
の
支
援
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
全

国
で
３
割
の
自
治
体
が
無

償
化
し
て
い
る
中
、
値
上

げ
の
結
論
に
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

緊
急
に
財
政
調
整
基
金

や
前
年
度
繰
越
金
な
ど
を

活
用
し
、
値
上
げ
分
は
公

費
で
補
填
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
び
生
活
で
き
る
よ

う
、
市
民
全
体
で
子
育
て

世
帯
を
応
援
す
る
た
め
、

請
願
す
る
。

 

請
願
事
項　

学
校
給
食
費

の
値
上
げ
を
中
止
し
て
く

だ
さ
い
。

 　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
で
不
採
択

２月臨時会 ３月定例会で決まった主なこと
　　　　　

〇令和７年度当初予算
　一般会計予算総額２７４億３，７００万円。

〇令和６年度一般会計補正予算（第７・８号）
　�第７号で７億９，８９５万４千円追加、第８号で６億７，７２２万２千円減額。総額２８０億７，４３５万５千
円にする。

〇契約の締結（中継施設整備及び運営事業（施設整備工事））
　総合評価一般競争入札を行い、新明和工業（株）流体事業部営業本部が、４８億７，９６０万円で落札。

〇刑法等一部改正に伴う関係条例の整理
　「懲役」と「禁錮」が廃止され「拘禁刑」が創設されるため、関係条例を改正。

〇駅舎附帯施設設置管理条例の一部改正
　富浦駅ふれあい公園を廃止し、富浦駅交通利便施設を富浦駅と一体管理。

〇附属機関設置条例の一部改正
　�健康づくり推進協議会を新たに設置。高齢者支援課長と子ども教育課長を加え、市営住宅入居者
選考委員会委員の定数増。

〇一般職の職員給与条例の一部改正
　地域手当支給・配偶者扶養手当廃止・子ども扶養手当引き上げなど。

〇魅力の郷づくり寄附金条例の一部改正
　ふるさと納税寄附金の使途に「まちを支える人・仕事づくり事業」を加える。

〇千倉Ｂ＆Ｇ海洋センター管理運営条例の一部改正
　ミーティングルームをトレーニングルームに変更し、使用料を１時間当たりから１人当たりとする。

〇児童遊園設置管理条例の一部改正
　大川・矢原・仁我浦・北三原の児童遊園を廃止。

〇白浜活性化施設「花の情報館」設置管理条例の一部改正
　前の指定管理者から建物の寄附を受け、店舗棟とする。

〇市立公園設置管理条例の一部改正
　旧南三原小学校等跡地を市立公園とする。

〇市道構造の技術基準条例の一部改正
　道路構造令の一部改正による改正。
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令和７年南房総市議会第１回臨時会・第１回定例会提出議案等議決結果
議案種類 件　　　名 議決結果

議案第１号 令和６年度南房総市一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第３号 南房総市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例及び南房総市税条例の一部を改正する条例の制定について

原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第４号 南房総市駅舎附帯施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第５号 南房総市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第６号 南房総市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び南房総市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第７号 南房総市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第８号 南房総市魅力の郷づくり寄附金条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第９号 南房総市千倉Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理及び運営に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 10 号 南房総市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 11 号 南房総市児童遊園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 12 号 南房総市白浜活性化施設「花の情報館」の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 13 号 南房総市立公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 14 号 南房総市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 15 号 契約の締結について
（南房総市中継施設整備及び運営事業（施設整備工事））

原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 16 号 令和６年度南房総市一般会計補正予算（第８号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 17 号 令和６年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 18 号 令和６年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 19 号 令和７年度南房総市一般会計予算 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 20 号 令和７年度南房総市国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 21 号 令和７年度南房総市後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 22 号 令和７年度南房総市介護保険特別会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 23 号 令和７年度南房総市滝田財産区特別会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 24 号 令和７年度南房総市北三原財産区特別会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 25 号 令和７年度南房総市南三原財産区特別会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 26 号 令和７年度南房総市国保病院事業会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

議案第 27 号 令和７年度南房総市水道事業会計予算 原 案 可 決 
全 会 一 致

発委第１号 南房総市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

発委第２号 南房総市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原 案 可 決 
全 会 一 致

請願第１号 学校給食費の値上げ中止を求める請願 不 採 択
賛 成 少 数

議案ごとの賛否
小
川　

伸
二

林　
　

克
治

吉
田　

年
和

髙
倉
か
つ
江

川
上　

廣
行

佐
藤
喜
久
雄

神
作　

紀
史

山
田　

一
洋

鈴
木　

克
哉

石
井　

教
宇

阿
部
美
津
江

安
田
美
由
貴

川
﨑　

愼
一

長
谷
川　

博

木
曽　

貴
夫

鈴
木　

直
一

川
上　
　

清

峯　
　

隆
司

議案第１号 令和６年度南房総市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号
契約の締結について
（南房総市中継施設整備及び運営事業（施設整
備工事））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 令和７年度南房総市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

発委第１号 南房総市議会の個人情報の保護に関する条
例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号 学校給食費の値上げ中止を求める請願 × × × × × × × × × × × 〇 × × 〇 × ×

議員名
議案名

（賛否が分かれた議案のみ掲載）〇：賛成　×：反対　

定
例
会
レ
ポ
ー
ト
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当
初
予
算

　
３
月
12
日
に
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

令
和
７
年
度
当
初
予
算
等

を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑
、
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計
予
算

◇ 
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

　
８
１
０
７
万
5
千
円

問　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実

証
実
験
で
の
目
標
達
成
件

数
は
。

企
画
財
政
課
長　

ま
ず
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
10
名
を
確
保

し
た
い
。
具
体
的
な
件
数

の
目
標
値
は
、
今
の
と
こ

ろ
立
て
て
い
な
い
が
飲
食

店
や
宿
泊
施
設
等
に
更
な

る
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

問　

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
点

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
は
検

討
し
た
か
。

企
画
財
政
課
長　

ド
ラ
イ

バ
ー
の
確
保
や
経
費
の
問

題
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ま
で
い
か
な
か
っ
た
。

問　
こ
の
先
変
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
あ

る
か
。

企
画
財
政
課
長　

事
前
予
約

や
経
由
地
の
追
加
等
、
実

証
実
験
で
見
え
て
き
た
課

題
を
協
議
会
に
諮
り
変
更

し
て
い
き
た
い
。

◇ 

白
浜
小
学
校
校
庭
整
備

工
事

　
８
８
０
万
円

問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
工
事
を
行
う
の
か
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

約
３
，

７
０
０
㎡
の
白
浜
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
不
陸
整

正
を
実
施
す
る
予
定
。

◇ 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業

　
３
１
０
９
万
9
千
円

問　
児
童
虐
待
な
ど
の
対

応
を
一
体
的
に
行
う
と
あ

る
が
、
令
和
６
年
度
の
児

童
虐
待
報
告
件
数
は
。

子
ど
も
家
庭
支
援
室
長

　

要
保
護
児
童
で
、
２
月

末
時
点
で
１
１
２
名
。

問　
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
の
か
。

子
ど
も
家
庭
支
援
室
長

　

令
和
５
年
の
実
績
が
１

３
１
人
な
の
で
、
概
ね
横

ば
い
と
言
え
る
が
令
和
元

年
あ
た
り
か
ら
１
０
０
人

台
に
な
っ
た
。

◇ 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
委
託
料

　
１
６
５
０
万
円

問　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
各

地
域
セ
ン
タ
ー
に
も
設
置

さ
れ
る
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末
の
導

入
箇
所
は
、
市
民
課
、
税

務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

５
カ
所
、
千
倉
清
掃
セ
ン

タ
ー
、
白
浜
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
合
計
10
カ
所
。

◇
学
校
給
食
事
業
収
入　

１
億
４
０
１
１
万
４
千
円

問　
財
政
調
整
基
金
な
ど

を
活
用
し
て
、
給
食
費
を

値
上
げ
し
な
く
て
も
済
む

方
法
を
選
ぶ
の
が
市
の
責

任
で
は
な
い
か
。

市
長　
一
般
財
源
を
恒
久

的
に
使
う
判
断
は
し
て
い

な
い
。
物
価
が
恒
常
的
に

上
が
っ
て
い
る
状
態
で
、

料
金
改
定
は
今
の
時
期
と

判
断
し
た
。

◇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　
１
８
８
７
万
６
千
円

問　
計
上
さ
れ
た
設
置
費

以
外
に
か
か
る
費
用
は
。

消
防
防
災
課
長　

電
気
代
、

１
年
間
で
交
換
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
高
熱
落
雷
対
応

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
、
取
付
け
時

の
高
所
作
業
費
用
や
交
通

誘
導
員
の
人
件
費
等
を
合

計
し
て
年
間
１
３
０
万
円

か
か
る
。
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
は

１
年
交
換
で
は
な
く
、
故

障
が
起
き
た
際
に
交
換
を

予
定
し
て
い
る
。

◇ 

孤
立
集
落
対
策　
携
帯

ト
イ
レ
購
入

　
１
６
７
７
万
１
千
円

問　
令
和
８
年
度
ま
で
県

の
集
中
予
算
が
つ
く
よ
う

だ
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な

要
望
を
し
て
い
く
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

孤
立
可

能
性
の
あ
る
集
落
を
は
じ

め
行
政
区
の
区
長
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
発
電

機
、
災
害
用
ト
イ
レ
、
備

蓄
品
、
防
災
倉
庫
を
整
備

し
た
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
県
の
補
助
金
の

関
係
も
あ
る
の
で
、
令
和

８
年
度
で
そ
の
辺
を
精
査

し
て
購
入
し
て
い
き
た
い
。

◇
予
防
接
種
事
業　

１
億
１
１
１
０
万
４
千
円

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
想
定
人
数
と
予
算
が

令
和
６
年
度
に
比
べ
減
少
し

て
い
る
よ
う
だ
が
理
由
は
。

健
康
推
進
課
長　

令
和
７
年

４
月
か
ら
国
が
65
歳
以
降

の
５
歳
刻
み
で
定
期
接
種

を
順
次
開
始
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
分
を
除
い
た
た

め
。
市
の
任
意
接
種
事
業

は
引
き
続
き
50
歳
以
降
を

対
象
に
継
続
し
、
別
途
予

算
計
上
し
て
い
る
。

令和７年度　南房総市一般会計予算令和７年度　南房総市一般会計予算
２７４億３，７００万円２７４億３，７００万円

ライドシェア「房総ライド」のロゴマーク
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当
初
予
算

◇ 
社
会
福
祉
協
議
会
運
営

費
補
助
事
業

　
８
６
９
１
万
円

問　

市
か
ら
協
議
会
へ
の

委
託
事
業
が
増
え
て
い
る

と
い
う
話
も
聞
く
が
、
市

が
恣
意
的
な
委
託
額
を
設

定
し
て
い
た
り
し
な
い
か
。

社
会
福
祉
課
長　

そ
の
よ
う

な
こ
と
は
一
切
な
く
、
全
く

対
等
の
立
場
で
、
何
度
も

予
算
協
議
を
重
ね
て
お

り
、
基
準
額
の
範
囲
で
委

託
額
を
協
議
し
て
い
る
。

◇
ご
み
収
集
事
業

　
２
億
５
３
０
５
万
７
千
円

問　
新
年
度
予
算
が
前
年

に
比
べ
約
９
０
０
０
万
円

ぐ
ら
い
増
え
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ど
ん
な
理
由
か
。

環
境
保
全
課
長　

収
集
事

業
の
委
託
契
約
の
３
か
年

が
終
了
し
、
令
和
７
年
度

か
ら
新
た
な
収
集
業
者
を

決
定
し
た
。
昨
今
の
人
件

費
、
資
材
費
と
か
燃
料
費

な
ど
の
値
上
げ
に
よ
り
、

和
田
地
区
、
丸
山
地
区
、

白
浜
地
区
、
千
倉
地
区
の

収
集
業
務
の
費
用
が
上
昇
と

な
っ
て
い
る
た
め
。

◇
中
継
施
設
建
設
事
業

６
億
８
６
９
８
万
２
千
円

問　

入
札
に
際
し
て
は
、

事
前
に
地
質
な
ど
様
々
な

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も

の
の
、
実
際
に
工
事
を
始

め
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
部
分
も
あ
る
。
行
政
と

し
て
も
事
故
の
発
生
防

止
、
予
算
内
で
の
遂
行
、

工
期
の
遵
守
に
つ
い
て
明

確
に
指
導
し
、
契
約
内
容

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

環
境
保
全
課
長　

契
約
時

ま
た
は
そ
れ
以
降
に
つ
い

て
も
、
随
時
、
業
者
と
密

に
協
議
し
て
、
契
約
期
間

及
び
地
域
住
民
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
な
安
全
対

策
等
も
含
め
て
協
議
を
進

め
て
い
く
。

◇
水
産
振
興
事
業

２
３
９
０
万
８
千
円

問　
海
業
推
進
事
業
計
画

策
定
業
務
と
あ
る
が
、
ど

う
い
っ
た
計
画
を
考
え
て

い
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

岩
井
富

浦
漁
協
に
お
け
る
直
営
食

堂
や
直
売
所
の
運
営
、
観

光
業
等
と
の
異
業
種
間
連

携
を
図
る
た
め
に
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
富
浦
漁
港

を
中
心
と
し
た
、
富
浦
か

ら
岩
井
に
か
け
て
の
施
設

な
ど
を
検
討
し
て
、
に
ぎ

わ
い
を
ど
う
や
っ
て
創
出

す
る
か
と
い
う
よ
う
な
計

画
を
立
て
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

◇
海
水
浴
場
安
全
対
策
事
業

７
１
９
２
万
円

問　
新
年
度
に
富
浦
地
区

原
岡
、
白
浜
地
区
名
倉
の

両
海
水
浴
場
が
閉
鎖
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
名
倉
海
水
浴
場
に
は

海
の
家
が
あ
る
が
、
他
の

海
水
浴
場
へ
移
転
を
促
す

等
今
後
の
協
議
は
し
て
い

る
の
か
。
海
の
家
は
海
水

浴
場
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
必

要
で
あ
り
移
転
費
用
の
負
担

も
考
慮
で
き
る
の
で
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　

移
転
は
可
能
で
あ
る
旨

は
説
明
済
み
。
個
別
の
海

の
家
の
設
置
支
援
は
考
え

て
い
な
い
が
、
も
し
移
転

を
検
討
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
市
と
し
て
で
き
る
支
援

は
し
て
い
き
た
い
。

反
対
討
論

　

学
校
給
食
費
の
来
年
度

か
ら
の
値
上
げ
が
出
て
い

る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て

反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

問　
財
政
調
整
基
金
の
残

高
は
い
く
ら
か
。

保
険
年
金
課
長　
１
億
９
１

７
７
万
７
千
円
。

◎ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
◎ 

滝
田
財
産
区
・
北
三
原

財
産
区
・
南
三
原
財
産

区
特
別
会
計
予
算

◎ 

国
保
病
院
事
業
会
計
予

算
問　
国
保
病
院
事
業
会
計

で
投
資
で
３
億
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
合
計
い
く
ら

の
運
用
を
考
え
て
い
る

か
。

国
保
病
院
事
務
長　

総
額
６

億
円
の
運
用
を
予
定
。

◎
水
道
事
業
会
計
予
算

問　
給
水
量
は
増
え
な
い

と
思
う
が
、
今
後
の
経
費

増
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

水
道
局
長　

料
金
改
定
で

賄
っ
て
い
く
。

　
原
案
ど
お
り
可
決　

中継施設 ( イメージ )
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２
月
３
日
の
第
１
回
臨

時
会
及
び
３
月
12
日
の
予

算
審
査
特
別
委
員
会
で
予

算
案
を
審
議
し
た
。

　
主
な
質
疑･

答
弁
は
次
の

と
お
り
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
７
号
）

◇ 
歳
入
・
国
重
点
支
援
交

付
金　

３
億
６
２
４
万
１
千
円

問　

国
の
交
付
金
を
、
給

食
費
の
負
担
軽
減
の
財
源

と
す
る
か
協
議
し
た
の
か
。

総
務
部
長　

協
議
し
た
結

果
、
ク
ー
ポ
ン
券
と
輸
入

飼
料
高
騰
対
策
の
２
事
業

と
し
た
。

◇ 

が
ん
ば
る
地
域
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
発
行

１
億
５
１
７
１
万
円

問　

対
象
人
数
と
事
務
経

費
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
部
長　

対
象
は
約

２
万
７
千
人
。
事
務
経
費

は
約
１
６
６
４
万
円
。

問　

前
回
よ
り
予
算
額
が

減
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

商
工
観
光
部
長　

住
民
税
非

課
税
の
５
４
０
０
世
帯
に

は
、
３
万
円
の
給
付
金
が

あ
る
の
で
対
象
外
と
し

た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
８
号
）

 

◇ 

財
政
調
整
基
金
・
減
債

基
金
・
公
共
施
設
再
編

整
備
基
金

問　

令
和
６
年
度
末
の
残

高
見
込
み
額
は
い
く
ら

か
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
調
整

基
金
約
37
億
円
・
減
債
基

金
約
45
億
２
千
万
円
・
公

共
施
設
再
編
整
備
基
金
約

76
億
６
千
万
円
。

 

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

保
険
税
還
付
金
等
の
実

績
見
込
み
か
ら
４
０
０
万

円
減
額
。

 

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

事
業
実
績
見
込
み
に
よ

る
介
護
給
付
費
を
１
億
６

９
８
５
万
６
千
円
追
加
。

 　
原
案
ど
お
り
可
決

問　
一
般
財
源
５
３
３
０

万
１
千
円
は
、
ど
う
工
面

し
た
の
か
。

総
務
部
長　

前
年
度
繰
越

金
は
約
13
億
８
千
万
円
あ

り
、
一
部
を
補
正
予
算
の

財
源
と
し
て
活
用
す
る
。

◇
浄
水
器
等
備
品
購
入

７
３
８
６
万
５
千
円

問　

ど
こ
に
配
備
す
る
の

か
。

市
民
生
活
部
長　

14
カ
所
の

指
定
避
難
所
分
と
し
て
、

間
仕
切
り
テ
ン
ト
９
６
４

張
、
エ
ア
マ
ッ
ト
２
０
４
０

枚
。
現
地
対
策
本
部
と
全

て
の
消
防
団
に
浄
水
器

セ
ッ
ト
を
配
備
。

◇
嶺
南
小
中
予
防
改
修

３
億
５
０
５
４
万
７
千
円

問　
ど
の
よ
う
な
工
事
か
。

教
育
次
長　

屋
上
塗
膜
防

水
更
新
・
外
壁
塗
装
・
照

明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・
空

調
機
器
更
新
。
工
期
は
令

和
８
年
２
月
末
。

反
対
討
論

　

保
護
者
に
、
国
交
付
金

で
給
食
費
は
値
上
げ
の
必

要
は
な
い
と
知
ら
せ
ず
に

値
上
げ
を
決
め
た
。
給
食

費
増
額
分
は
、
前
年
度
繰

越
金
を
充
て
ら
れ
る
は
ず

な
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

国
の
交
付
金
メ
ニ
ュ
ー

の
中
か
ら
今
回
は
、
低
所

得
世
帯
・
低
所
得
子
ど
も

世
帯
、
が
ん
ば
る
地
域
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
、
畜
産
農

家
の
支
援
な
ど
、
住
民
福

祉
に
係
る
予
算
な
の
で
、

賛
成
す
る
。

 　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

総額２８０億７，４３５万５千円総額２８０億７，４３５万５千円

補
正
予
算

一般会計補正予算一般会計補正予算

第７号・７億９，８９５万４千円追加第７号・７億９，８９５万４千円追加
第８号・６億７，７２２万２千円減額第８号・６億７，７２２万２千円減額

クーポン券（見本）

見　本見　本

見　本見　本
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８人の議員が市政を質す
労
働
力
不
足
解
消
対

策
に
つ
い
て

問
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

が
農
閑
期
に
飼
料
作

物
作
付
を
手
伝
え
な
い
か
。

市
長
作
業
依
頼
の
少
な

か
っ
た
冬
季
の
農

閑
期
に
も
、
需
要
は
増
加
し

て
い
る
。
耕
う
ん
、
堆
肥
散

布
作
業
な
ど
は
対
応
で
き
る

が
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
、
現
在

の
状
況
で
は
難
し
い
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
拡
張
を

需
要
に
合
わ
せ
て
拡
充
を
検
討
す
る

問
播
種
作
業
を
請
け

負
い
、
収
穫
に
関
し

て
は
地
域
の
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
に
委
託
し
、
飼
料
作

物
を
生
産
す
る
手
法
は
あ

る
と
考
え
る
が
。

農
林
水
産
部
長
創
設
以

降
、
新
た

な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
も
増
加
し
て
い
る
。

地
域
で
余
力
の
あ
る
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
事
業
者
へ
の
委
託

も
視
野
に
入
れ
、ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
体
制
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

　

耕
畜
連
携
を
進
め
る
こ

と
は
、
畜
産
農
家
を
守
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
遊
休
農

地
対
策
や
資
源
循
環
の
面

か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
機
能
強
化
と

併
せ
て
検
討
す
る
。

問
公
務
員
が
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
労
働
力

不
足
の
一
助
と
な
れ
な
い

か
。市

長
公
正
な
職
務
の
遂

行
に
支
障
を
及
ぼ

さ
ず
公
務
員
の
信
用
を
損

な
わ
な
い
場
合
に
限
り
許
可

を
し
て
い
る
。
最
近
で
は
民

間
企
業
で
も
兼
業
や
副
業

が
促
進
さ
れ
地
方
公
務
員

も
公
益
性
が
高
く
、
社
会
貢

献
活
動
の
場
合
に
限
定
し

て
兼
業
を
認
め
る
自
治
体

も
増
加
し
て
い
る
。
市
職
員

が
公
務
外
の
時
間
を
地
域

課
題
の
解
決
の
た
め
の
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
人
手

不
足
対
策
の
一
助
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
全
体
の
奉
仕

者
と
い
う
公
務
員
の
本
質
や

公
務
の
信
用
を
損
な
わ
な
い

範
囲
で
、
か
つ
職
員
の
勤
務

時
間
や
健
康
管
理
等
を
踏

ま
え
た
上
で
試
験
的
な
導

入
を
含
め
検
討
す
る
。

問
農
繁
休
暇
が
あ
れ

ば
労
働
力
不
足
を

補
え
る
と
考
え
る
が
。

総
務
部
長
年
次
休
暇

等
を
活
用

し
、
多
い
方
で
年
間
60
日
程

度
従
事
し
て
い
る
、
耕
作
で

き
な
い
農
地
所
有
者
も
、
担

い
手
に
農
地
を
貸
す
こ
と
に

よ
り
、
農
地
の
保
全
に
努
め

て
い
る
。
副
業
に
つ
い
て

は
、
農
繁
期
に
限
り
許
可
す

る
仕
組
み
等
を
検
討
す
る

な
ど
、
地
域
課
題
解
決
の
一

助
と
な
る
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

山田　一洋議員

コントラクター事業
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一
般
質
問

と
が
必
要
。

問
大
川
地
区
の
耕
作
放

棄
地
を
再
生
す
る

考
え
は
。

市
長
白
間
津
地
区
を
含

め
て
、
花
畑
エ
リ

ア
全
体
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。

問
観
光
資
源
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
取
組
を
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長
花
摘
み
を
特
典
と

し
た
宿
泊
プ
ラ
ン

や
旅
行
商
品
と
し
て
売
り

出
す
な
ど
、
各
観
光
関
係

団
体
と
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
千
倉
町
大
川
地
区
の

耕
作
放
棄
地
一
帯
を

花
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り

問
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
花
畑
再
生
事
業
資
金
は

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の

か
。市

長
花
の
苗
や
肥
料
な

ど
の
資
材
購
入
、

耕
運
機
や
ト
ラ
ッ
ク
の
リ
ー

ス
、
花
畑
の
耕
運
や
定
植

作
業
に
係
る
委
託
料
に
活

用
。問

千
倉
町
白
間
津
地
区

の
花
畑
の
再
生
の
取

組
は
考
え
て
い
る
か
。

市
長
圃
場
の
形
態
や
地

権
者
、
資
金
面
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

各
方
面
の
関
係
者
と
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
、
課

題
解
決
に
向
か
っ
て
い
く
こ

花
畑
を
再
生
す
る
に
当
た
っ
て
は

関
係
者
と
合
意
形
成
を
図
り
課
題
解
決
に
向
か
っ
て
い
く

市
が
借
り
上
げ
、
花
畑
と

す
る
考
え
は
。

市
長
市
が
農
地
を
借
り

上
げ
る
こ
と
は
農

地
法
に
よ
り
で
き
な
い
。

問
千
葉
工
業
大
学
と
の

産
学
協
働
地
域
活

力
創
造
事
業
の
進
捗
状
況

は
。市

長
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
に

関
す
る
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
の
試
作
品
の
内
容
は

課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

情
報
発
信
を
見
送
っ
た
。

分
析
結
果
は
、
最
近
の
研

究
に
よ
り
抗
酸
化
作
用
を

高
め
る
貴
重
な
細
菌
に
関

す
る
新
た
な
報
告
が
あ
っ

た
。
今
後
の
事
業
推
進
に

つ
い
て
大
学
と
の
協
議
を

含
め
慎
重
に
判
断
し
て
い

き
た
い
。

問
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
再
生
さ

れ
た
花
畑
を
訪
れ
る
観
光

客
は
増
え
て
い
る
か
。

商
工
観
光
部
長
隣
接
の
道

の
駅
ち
く

ら
潮
風
王
国
を
利
用
す
る

花
摘
み
観
光
バ
ス
の
利
用

状
況
で
比
較
す
る
と
、
事

業
実
施
前
の
令
和
３
年
度

に
観
光
バ
ス
が
35
台
、
そ

れ
に
比
べ
、
令
和
４
年
度
は

1
・
6
倍
の
56
台
、
令
和

５
年
度
は
約
2
・
1
倍
の

73
台
と
い
う
ふ
う
に
、
増

加
傾
向
に
あ
る
。

髙倉かつ江議員
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受
け
て
い
る
方
が
レ
ン
タ
ル

に
よ
り
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
要
支
援
１
、２
、

ま
た
は
要
介
護
１
で
も
、
認

定
調
査
の
基
本
調
査
項
目

や
主
治
医
等
の
医
学
的
な

所
見
に
基
づ
き
、
日
常
的
に

歩
行
が
困
難
で
、
日
常
生

活
範
囲
に
お
け
る
移
動
の

支
援
が
特
に
必
要
と
認
め

シ
ニ
ア
カ
ー

問
シ
ニ
ア
カ
ー
利
用
者

に
対
す
る
判
断
能
力

の
確
認
や
一
般
の
人
に
対
す

る
交
通
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の

啓
発
の
現
状
は
。

市
長
一
般
の
人
向
け
に

交
通
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
の
啓
発
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
シ
ニ
ア
カ
ー
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
警
察
署
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
啓
発
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問
介
護
保
険
制
度
に
よ

る
支
援
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
福
祉
用
具
貸
与
の

品
目
の
う
ち
、
電

動
車
椅
子
に
分
類
さ
れ
、

要
介
護
２
以
上
の
認
定
を

ら
れ
る
場
合
は
、
例
外
的

に
給
付
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。

問
介
護
保
険
制
度
の
特

例
給
付
の
申
請
件
数

は
。保

健
福
祉
部
長
令
和
５
年

度
・
32
件
、

令
和
６
年
度
・
１
月
末
現

在
で
35
件
。 一

般
質
問

問
事
故
防
止
の
観
点

か
ら
、
注
意
喚
起

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
整
備
す

る
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長
利
用
状

況
等
を

確
認
し
な
が
ら
、
必
要
性

を
考
え
て
い
き
た
い
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

問
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
搭

載
状
況
は
。

市
長
公
用
車
全
２
６
７

台
中
搭
載
車
両

２
４
９
台
、
未
搭
載
車
両

18
台
、
搭
載
率
93
・
3
％
。

公
用
車
貸
出
し
管
理

問
貸
出
し
管
理
の
現
況

と
使
用
簿
の
Ｄ
Ｘ
化

の
現
況
は
。

市
長
利
用
可
能
な
共
用

車
両
82
台
は
、
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
で
利
用
予

約
を
行
い
、
利
用
す
る
職

員
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
の

多
い
車
両
は
、
担
当
課
に
て

貸
出
し
管
理
を
し
て
い
る
。

　

運
転
記
録
は
紙
媒
体
の

公
用
自
動
車
使
用
管
理
簿

に
記
入
し
て
い
る
が
、
一
部

の
車
両
に
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か

ら
運
転
記
録
を
登
録
で
き

る
よ
う
、
実
証
試
験
を
実

施
し
て
い
る
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

問
各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ

の
設
置
の
考
え
は
。

市
長
検
証
を
続
け
、
改

め
て
考
え
て
い
く
。

介
護
保
険
対
象
外
の
移
動
弱
者
へ
の
購
入
費
助
成
を

購
入
費
助
成
の
考
え
は
な
い
が
移
動
支
援
は
検
討

阿部美津江議員

シニアカー（イメージ）
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般
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５
年
度
１
８
９
件
。
完
了
に

数
年
か
か
る
も
の
な
ど
、
現

在
対
応
中
の
も
の
を
除
け

ば
、
未
対
応
の
も
の
は
な

い
。問

橋
梁
の
点
検
を
要
望

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
る
か
。

建
設
環
境
部
長
令
和
３
年

度
に
１

件
、
橋
梁
の
点
検
に
関
す
る

要
望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
令

和
５
年
度
ま
で
に
７
件
、
橋

梁
の
補
修
等
に
関
す
る
要
望

を
受
け
て
い
る
。
市
道
の
橋

梁
は
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
５
年
に
１

回
、
定
期
的
な
点
検
と
改
修

が
必
要
な
橋
梁
の
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。

行
政
区
要
望

問
行
政
区
要
望
件
数
の

推
移
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

市
長
要
望
件
数
は
、
令

和
３
年
度
６
７
１

件
、
令
和
４
年
度
４
２
７

件
、
令
和
５
年
度
５
２
５

件
。

　
要
望
に
対
す
る
処
理
対
応

済
み
件
数
は
、
令
和
３
年
度

５
３
８
件
、
令
和
４
年
度
３

０
２
件
、
令
和
５
年
度
３
３

８
件
。
そ
の
う
ち
市
道
等
に

関
す
る
要
望
件
数
は
、
令
和

３
年
度
３
８
６
件
、
令
和
４

年
度
２
４
９
件
、
令
和
５
年

度
２
６
９
件
。

　

処
理
対
応
済
み
件
数
は
、

令
和
３
年
度
３
５
１
件
、
令

和
４
年
度
２
０
８
件
、
令
和

特
定
空
家
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か

市
内
に
70
件
認
定
し
て
い
る

空
き
家
対
策

問
空
き
家
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の

か
。
空
き
家
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。

市
長
令
和
２
年
度
に
実

施
し
た
市
内
全
域

の
空
き
家
実
態
調
査
業
務

に
よ
り
、
管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
に
つ
い
て
件
数
を

調
査
し
た
。
加
え
て
区
長
や

民
生
委
員
、
近
隣
住
民
か
ら

の
通
報
に
よ
り
把
握
。
現

在
、１
１
０
２
件
の
空
き
家

を
把
握
。

問
倒
壊
の
可
能
性
が

あ
る
よ
う
な
特
定

空
家
と
い
う
の
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。

建
設
環
境
部
長
倒
壊
の
可

能
性
に
直

結
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
客

観
的
な
諸
条
件
に
よ
り
議

論
の
余
地
が
あ
り
、
判
断
し

か
ね
る
状
況
だ
が
、
特
定
空

家
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市

内
に
70
件
認
定
し
て
い
る
。

問
特
定
空
家
に
対
す

る
対
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て

い
る
か
。

建
設
環
境
部
長
登
記
簿
な

ど
か
ら
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
を
探

し
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
飛

散
物
の
防
止
措
置
や
除
却

を
す
る
よ
う
、
助
言
、
指

導
、
勧
告
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

吉田　年和議員
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一
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携
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。問

漁
業
者
や
消
防
団
に

向
け
た
通
報
や
蘇

生
に
関
す
る
講
習
な
ど
を

行
っ
て
い
る
か
。

市
長
事
故
発
生
の
通
報

は
漁
業
者
か
ら
漁

協
へ
と
な
り
、
消
防
団
へ
は

親
族
等
か
ら
の
捜
索
依
頼

が
あ
っ
た
場
合
と
な
る
。
消

防
団
員
へ
の
訓
練
と
し
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
し
て
い

る
。問

事
故
発
見
時
の
対
応

に
つ
い
て
市
民
に
も

啓
発
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長
海
上
保
安
庁
に
よ

る
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
を
実
施
し
て
い
る
が
、
２

次
災
害
へ
の
防
止
を
含
め
、

周
知
の
方
法
を
考
え
た
い
。

水
難
事
故
防
止
対
策

問
２
０
２
５
年
1
月
白

浜
地
区
に
て
水
難
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
が
、

直
近
の
事
故
発
生
件
数
は

何
件
か
、
そ
の
件
数
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

市
長
令
和
４
年
７
件
、

令
和
５
年
９
件
、

令
和
６
年
２
件
。
毎
年
事

故
が
発
生
し
て
お
り
、
海
の

事
故
は
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
る
と
承
知
し
て
い
る
。

問
現
在
取
っ
て
い
る
対

策
と
今
後
で
き
得
る

対
策
は
。

市
長
今
年
度
作
成
し
た

南
房
総
海
・
浜

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
よ
る
周
知

の
ほ
か
、
関
係
団
体
と
の
連

水
難
事
故
を
発
見
し
た
際
に
取
る
べ
き
行
動
は

救
急
ま
た
は
海
上
保
安
庁
へ
の
通
報
が
第
一

凶
悪
犯
罪
防
止
対
策

問
昨
年
度
、
同
僚
議
員

が
防
犯
カ
メ
ラ
の
増

設
を
訴
え
た
が
、
そ
の
後

ど
う
対
策
を
し
た
か
。

市
長
令
和
７
年
度
予
算

で
カ
メ
ラ
つ
き
防

犯
灯
50
基
の
新
設
、
２
基

の
更
新
を
計
上
し
て
い
る
。

問
台
数
は
他
自
治
体
と

比
較
し
て
ど
う
か

市
民
生
活
部
長
館
山
市
は

館
山
駅

西
口
の
繁
華
街
を
中
心
に

73
基
、
鴨
川
市
は
８
基
、

鋸
南
町
は
３
基
で
あ
る
。

本
市
は
、
現
在
の
８
基
に

令
和
７
年
度
50
基
の
新
設

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
合

計
で
58
基
の
運
用
と
な
る
。

問
市
独
自
の
啓
発
チ
ラ

シ
等
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
ど

う
か
。

市
長
令
和
６
年
度
、
白

浜
地
区
に
て
マ
ー

キ
ン
グ
行
為
の
情
報
が
あ

り
、
館
山
警
察
署
と
協
議

の
上
、
チ
ラ
シ
を
全
地
区
へ

回
覧
し
た
。
今
後
も
必
要

に
応
じ
て
警
察
と
協
議
し
、

啓
発
し
て
い
き
た
い
。

林　　克治議員
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一
般
質
問

を
相
談
出
来
る
窓
口
は
あ

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
専
門
的
な

知
識
が
必

要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
消

防
団
と
相
談
し
た
上
で
判

断
す
る
。

　

そ
の
際
家
族
の
悩
み
も

聞
き
入
れ
る
事
を
併
せ
て

検
討
す
る
。

消
防
団
員
の
健
康
管
理

問
消
防
団
員
の
健
康
診

断
及
び
各
種
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
し
て
助
成
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
消
防
団
あ

る
い
は
消

防
団
組
織
検
討
委
員
会
等

に
お
い
て
検
討
す
る
。

消
防
団
員
の
負
担

軽
減
と
健
康
維
持

問
負
担
軽
減
の
取
り
組

み
は
あ
る
の
か
。

市
長
令
和
6
年
4
月
1

日
よ
り
報
酬
の
見

直
し
を
行
い
、
出
勤
に
応
じ

た
報
酬
制
度
を
創
設
し
た
。

問
消
防
団
員
を
増
や
す

こ
と
に
対
し
て
、
何

か
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
分
団
の
統

廃
合
に
つ

い
て
検
討
し
、
消
防
団
組

織
の
再
編
も
必
要
と
考
え

る
。問

団
員
の
減
少
が
進
み

一
人
一
人
の
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
心

の
負
担
を
軽
減
す
る
事
も

大
事
と
考
え
る
が
、
悩
み

消
防
団
員
及
び
消
防
団

員
協
力
事
業
所
の
利
点

問
消
防
団
員
の
確
保
が

年
々
困
難
に
あ
る
中

で
、
女
性
団
員
の
募
集
を

検
討
し
た
事
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長
女
性
消
防

団
員
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
機
能
別
消

防
団
員
の
女
性
消
防
団
員

制
度
を
含
め
て
、
消
防
団

と
共
に
検
討
す
る
。

問
消
防
団
活
動
に
対
し

て
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
家
族
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
意
味
で
、

消
防
団
応
援
施
設
の
導
入

は
必
要
と
思
う
が
。

市
民
生
活
部
長
団
員
確
保

の
観
点
か

ら
有
効
な
事
業
と
考
え
る

た
め
、
県
内
の
事
例
を
参

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
と
健
康
維
持
対
策
は

消
防
団
員
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
た
め
協
議
・
検
討
す
る

考
に
し
な
が
ら
導
入
に
向

け
て
検
討
す
る
。

消
防
団
協
力
事
業

所
の
優
遇
措
置

問
今
後
の
認
定
促
進
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。市

民
生
活
部
長
消
防
団
員

の
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
の
で
、
Ｐ
Ｒ

活
動
に
工
夫
を
し
、
改
め

て
市
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
周
知
し
て

い
く
。

川上　廣行議員

消防団出初式
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一
般
質
問

公
立
保
育
所
の
退
所

要
件問

こ
れ
ま
で
長
期
間
休

所
の
期
間
は
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
令
和
７

年
度
か
ら
「
１
カ
月
以
上
休

む
場
合
は
退
所
」
と
な
っ
た
。

渋
谷
区
の
３
カ
月
よ
り
も
厳

し
い
。
こ
の
規
定
は
す
ぐ
に

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
保
護
者
や
家
庭

に
沿
っ
た
対
応

を
し
て
い
る
の
で
問
題
は
な

い
。緊

急
通
報
装
置

問
申
請
方
法
と
通
報
時

の
対
応
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長
申
請
書
と

協
力
員
届

出
書
を
市
の
窓
口
に
提
出

就
学
援
助

問
令
和
６
年
６
月
の
準

要
保
護
は
84
人
だ

が
、
現
在
は
何
人
か
。

教
育
次
長
小
学
校
72

人
・
中
学

校
30
人
。
計
１
０
２
人
。

小
中
学
校
の
就
学
援
助
、
支
給
状
況
は
ど
う
か

令
和
５
年
度
は
要
保
護
１
人
、
準
要
保
護
60
人

を
。
通
報
時
は
、
委
託
事

業
者
が
本
人
や
緊
急
連
絡

先
等
に
連
絡
・
状
況
確
認
。

必
要
に
応
じ
て
救
急
車
の

出
動
を
要
請
す
る
。

問
新
規
・
利
用
・
通
報

件
数
は
ど
う
か
。

市
長
令
和
５
年
度
は
、

新
規
23
件
、
利
用

96
件
、
通
報
９
件
。

問
対
象
別
内
訳
は
、
ど

う
か
。

保
健
福
祉
部
長
独
居
高

齢
者
91

件
。
在
宅
の
要
介
護
４・５

と
、
独
居
で
身
体
障
害
者

１・２
級
手
帳
所
持
者
は
０

件
。
こ
れ
ら
に
準
ず
る
と

市
長
が
認
め
た
世
帯
５
件
。

問
課
税
世
帯
は
何
件

か
。　

保
健
福
祉
部
長

16
件
。

問
課
税
世
帯
の
費
用

負
担
、
月
１
５
０
０

円
は
軽
減
し
な
い
の
か
。

市
長
現
時
点
で
、
軽
減

の
考
え
は
な
い
。

問
老
々
介
護
で
同
居
家

族
が
急
病
の
場
合

は
、
共
倒
れ
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
対
象
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
老
々
介
護

の
場
合

は
対
象
に
な
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
市
の
窓
口
に
、
相

談
を
。

安田美由貴議員

問
入
学
準
備
金
は
、小・

中
学
校
別
で
ど
う

か
。教

育
次
長
令
和
５
年

度
は
、
小

学
校
４
人
・
中
学
校
６
人
。

問
申
請
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
場
合
、
入

学
後
に
支
給
さ
れ
る
の
か
。

教
育
次
長
期
限
を
過

ぎ
て
も
、
入

学
後
に
申
請
し
認
定
さ
れ

た
ら
、
支
給
し
て
い
る
。

問
鴨
川
市
の
就
学
援

助
者
数
は
、
令
和

５
年
度
２
１
７
人
、
令
和

６
年
度
１
月
末
１
９
７
人
。

当
市
よ
り
多
い
要
因
は
。

教
育
次
長
認
定
基
準

が
異
な
る

た
め
。

問
対
象
を
拡
大
す
る

考
え
は
な
い
か
。

教
育
長
各
市
町
で
の
準

要
保
護
児
童
生

徒
認
定
基
準
が
異
な
る
。
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一
般
質
問

市
民
生
活
部
長
ド
ロ
ー
ン

は
災
害
時

の
情
報
伝
達
や
被
災
状
況

の
確
認
手
段
と
し
て
非
常

に
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
協

力
体
制
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
て
い
く
。

問
今
後
、
新
た
な
市
町

村
と
相
互
応
援
協
定

を
結
ぶ
こ
と
は
考
え
て
い

る
の
か
。

テ
ン
ト
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
の

整
備
、、
令
和
７
年
度
に
携

帯
ト
イ
レ
の
購
入
を
計
上

し
て
い
る
。

問
市
内
に
い
る
ド
ロ
ー

ン
を
持
っ
て
い
る
方

や
セ
ミ
プ
ロ
級
の
方
に
も

広
く
声
掛
け
を
し
、
災
害

時
の
協
力
体
制
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
有
用
と
思

わ
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長
能
登
半
島

地
震
等
で

の
災
害
時
の
必
要
物
資
等

を
参
考
に
今
後
も
備
蓄
を

検
討
し
て
い
く
が
、
際
限

な
く
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
自
助
に
よ
る

個
々
へ
の
備
蓄
等
の
呼
び

か
け
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
。

問
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
反

映
さ
せ
た
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
、
現
行
何

が
不
足
し
て
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ

て
い
く
の
か
。

市
長
避
難
生
活
の
良
好

な
生
活
環
境
の
確

保
に
向
け
た
取
組
み
が
課

題
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
避
難
所
環
境
の

整
備
と
し
て
、
今
年
度
浄

水
器
の
ほ
か
、
間
仕
切
り

大
規
模
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
課
題
と

対
策問

首
都
直
下
型
地
震
等

の
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
、
現
状
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
の
か
。

市
長
当
市
は
能
登
半
島

と
同
じ
半
島
型
の

地
形
の
た
め
孤
立
化
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
広
範
囲

に
被
害
が
及
ぶ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
は
、
国
・
県
か

ら
の
支
援
が
遅
れ
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
。

問
そ
の
孤
立
化
の
懸
念

に
対
し
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い

く
の
か
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
反
映
さ
せ
た
避
難
所
運
営
は

良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み
が
課
題

佐藤喜久雄議員

市
民
生
活
部
長
協
定
締

結
を
す

れ
ば
責
任
も
発
生
す
る
の

で
、
互
い
の
市
町
村
が
納

得
で
き
る
話
が
あ
れ
ば
検

討
し
て
い
き
た
い
。
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議
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査

議 案 審 査

　

3
月
11
日
、
総
務
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

千
倉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
条
例
の

一
部
改
正

問　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長　

千
倉
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
は
今

ま
で
な
く
、
実
績
は
な
い
。

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
で

は
１
日
約
10
名
が
利
用
し

て
い
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
を
導
入
す
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

主
に
有
酸

素
運
動
・
歩
行
運
動
機
器

３
種
類
、
筋
肉
増
強
系
マ

シ
ン
１
台
を
導
入
予
定
。

問　

年
間
の
利
用
を
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

目
標
は
な

い
が
、
と
み
う
ら
元
気
倶

楽
部
以
上
の
成
果
を
出
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎ 

駅
舎
附
帯
施
設
の
設
置

管
理
条
例
の
一
部
改
正

問　

富
浦
駅
ふ
れ
あ
い
公

園
を
廃
止
し
て
ど
の
よ
う

な
整
備
を
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

富
浦
駅
に

隣
接
す
る
駐
輪
場
の
老
朽

化
に
伴
い
更
新
を
計
画
し

て
い
る
。
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

全
体
の
利
便
性
の
向
上
や

交
通
安
全
も
含
め
た
検
討

を
す
る
こ
と
で
効
率
的
な

整
備
を
し
て
い
く
。

　

◎ 一
般
職
の
給
与
条
例
の

一
部
改
正

問　

ど
の
よ
う
な
過
程
で

地
域
手
当
支
給
と
な
っ
た

の
か
。

総
務
課
長　

平
成
17
年
の

人
事
院
勧
告
で
給
与
構
造

改
革
の
一
環
と
し
て
創
設
さ

れ
た
。
令
和
６
年
度
の
見

直
し
で
、
支
給
単
位
は
今

ま
で
市
町
村
単
位
だ
っ
た

が
、
都
道
府
県
単
位
に
変

更
さ
れ
、
千
葉
県
全
体
が

支
給
地
域
と
な
り
、
支
給

対
象
区
域
に
な
っ
た
。

問　
平
成
18
年
か
ら
令
和

６
年
ま
で
手
当
は
な
か
っ

た
の
か
。

総
務
課
長　

支
給
区
域
外

だ
っ
た
た
め
地
域
手
当
の

支
給
は
な
か
っ
た
。

問　

条
例
で
は
１
０
０
分

の
４
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
回
は
１
０
０
分
の
２
の

支
給
に
な
っ
て
い
る
。
市

町
村
で
変
え
ら
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　

人
事
院
勧
告

で
段
階
的
な
導
入
が
示
さ

れ
て
お
り
、
令
和
７
年
度

は
１
０
０
分
の
２
と
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
１
０
０
分

の
２
の
支
給
率
と
な
っ
て
い

る
。

問　

今
５
級
地
だ
が
上
の

級
地
へ
入
っ
て
い
く
可
能

性
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

可
能
性
は
あ

る
が
、
地
域
の
民
間
水
準

で
決
ま
っ
て
く
る
と
考
え

る
。

千倉B＆G海洋センター改修完成！
新たにトレーニングルームがオープン

総
務

トレーニングマシン（イメージ）

富浦駅ふれあい公園
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◎ 

児
童
遊
園
設
置
管
理
条

例
の
一
部
改
正

問　
今
後
の
管
理
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

大
川
児

童
遊
園
は
、
大
川
区
。
矢
原

児
童
遊
園
は
根
之
神
社
。

仁
我
浦
児
童
遊
園
は
、
和

田
浦
ビ
ー
チ
の
一
部
に
な
る

議 案 審 査

◎ 

学
校
給
食
費
の
値
上
げ

中
止
を
求
め
る
請
願

問　
予
算
配
分
時
、
国
の

交
付
金
の
推
奨
事
業
の
中

で
、
給
食
費
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

国
の
支
援
は
今
年

度
１
年
限
り
の
制
度
で
あ

り
、
令
和
８
年
度
以
降
の

見
通
し
が
つ
か
な
い
重
点

支
援
交
付
金
を
ど
の
よ
う

な
事
業
に
使
っ
て
い
く
か
に

つ
い
て
は
、
多
角
的
な
視
点

で
議
論
を
し
た
。
例
示
さ

れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
は
、

給
食
費
の
値
下
げ
と
い
う

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

様
々
な
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、
１
番
有
効
な
使
い
方

は
何
か
を
考
え
た
結
果
、

農
林
水
産
業
に
お
け
る
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
酪

農
家
の
支
援
、
消
費
下
支

え
を
通
じ
た
生
活
者
支
援

と
し
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
す
る
事
業
と
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
不
採
択

北三原児童遊園

◎ 

魅
力
の
郷
づ
く
り
寄
附

金
条
例
の
一
部
改
正

問　

ま
ち
を
支
え
る
人
・

仕
事
づ
く
り
事
業
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
を
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

新
規
就
農

支
援
事
業
や
漁
業
の
後
継

者
づ
く
り
、
起
業
支
援
、

介
護
人
材
確
保
の
た
め
の

事
業
、
人
づ
く
り
、
地
域

を
支
え
る
事
業
に
充
当
し

て
い
き
た
い
。

問　
寄
附
者
に
、メ
ニ
ュ
ー

を
提
示
し
な
が
ら
充
当
し

て
い
く
形
に
な
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

趣
旨
、
目

的
に
合
っ
た
事
業
で
一
般
財

源
を
充
当
し
て
い
る
よ
う

な
事
業
に
つ
い
て
充
当
し
、

使
い
道
を
広
報
み
な
み
ぼ

う
そ
う
で
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。

た
め
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課
。
北
三
原
児
童
遊
園
は

熊
野
神
社
。

　
原
案
ど
お
り
可
決
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◎ 

市
道
の
構
造
の
技
術
的

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

問　

第
３
種
道
路
と
第
４

種
道
路
の
ち
が
い
は
。

建
設
環
境
部
長　

一
般
的
に

は
、
幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル

75
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
３

メ
ー
ト
ル
で
２
車
線
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
３
種
道
路
。

第
４
種
は
市
内
に
な
い
。

問　
歩
行
者
利
便
増
進
道

路
と
は
、
ま
た
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

建
設
環
境
部
長　

通
称
ほ
こ

み
ち
と
言
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
道
路
空
間
を
構
築

す
る
た
め
の
道
路
を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
市
に
位
置
づ

け
て
指
定
し
て
い
る
も
の
は

な
い
。

　

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決

議 案 審 査

なみはらくじらパーク
令和7年４月１日オープン

産
業

　

3
月
７
日
、
産
業
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

市
立
公
園
の
設
置
管
理

条
例
の
一
部
改
正

問　

な
み
は
ら
く
じ
ら

パ
ー
ク
と
い
う
名
前
か
ら

し
て
鯨
は
あ
る
か
。

教
育
長　

少
し
大
き
め
の

遊
具
で
鯨
を
象
っ
た
も
の

が
あ
る
。

◎ 

白
浜
活
性
化
施
設
「
花

の
情
報
館
」
の
設
置
管

理
条
例
の
一
部
改
正

問　
店
舗
棟
の
面
積
は
。

農
林
水
産
課
長　

延
べ
床
面

積
で
１
５
１
．
７
３
㎡
。

問　
店
舗
棟
を
利
用
し
た

い
事
業
者
は
、
店
舗
棟
だ

け
を
市
か
ら
賃
借
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
も
し

く
は
、
施
設
の
全
体
の
指

定
管
理
者
と
な
っ
た
も
の

が
使
用
す
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

令
和
８
年

１
月
か
ら
、
ほ
か
の
施
設
と

一
体
に
指
定
管
理
を
で
き
る

よ
う
手
続
を
進
め
て
い
き

た
い
。
来
年
度
こ
の
店
舗

棟
だ
け
を
貸
し
出
す
こ
と

に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
考

え
て
い
な
い
。

問　
前
所
有
者
が
残
置
し

た
設
備
は
。

農
林
水
産
課
長　

店
舗
の
備

品
と
し
て
使
用
可
。

問　
こ
の
施
設
の
指
定
管

理
料
は
。

農
林
水
産
課
長　

１
年
間
で

約
１
６
０
万
円
。

議
案
審
査

花の情報館

なみはらくじらパーク
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研
修
報
告

長
を
4
年
間
勤
め
た
人
の

話
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　

区
民
一
人
ひ
と
り
の
得

意
分
野
を
聞
き
取
っ
て
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
始
め
て

も
ら
う
な
ど
、
区
民
の
交

　

議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
基
礎
知
識
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
基
本
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
や
対
処
の

た
め
の
取
り
組
み
、
防
止

議
会
改
革
と
は

議
員
が
守
る
べ
き
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

講
師
か
ら
は
、
地
方
自

治
の
土
台
に
関
す
る
具
体

例
が
示
さ
れ
た
中
で
も
、

中
学
生
で
不
登
校
に
な
っ

た
あ
と
通
信
制
高
校
に
入

学
し
、
17
歳
か
ら
区
長
会

　

千
葉
県
南
市
議
会
議
長

会
議
員
の
研
修
会
で
「
議

員
が
守
る
べ
き
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
」
に
つ
い
て
勉

強
し
て
き
ま
し
た
。

研修のようす

研修のようす

流
を
増
や
す
仕
組
み
を
考

え
た
そ
う
で
す
。

　
「
誰
が
や
っ
て
も
で
き
る

仕
組
み
」
を
つ
く
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
提
言
を
積
極

的
に
取
り
込
む
に
は
、
議

会
も
徹
底
し
た
情
報
公
開

を
行
い
、
誰
で
も
必
要
な

情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

南
房
総
市
議
会
で
は
３

月
議
会
初
日
か
ら
議
案
の

公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
傍
聴
人
の

年
齢
記
入
を
求
め
て
い
ま

せ
ん
が
、
群
馬
県
太
田
市

議
会
で
は
、
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
氏
名
・
住
所
・
年
齢

の
記
入
も
求
め
て
い
な
い

そ
う
で
す
。
今
後
も
市
民

か
ら
の
提
言
や
、
先
進
事

例
を
参
考
に
し
た
い
で
す
。

条
例
立
案
上
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
が
詳
細
に
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

具
体
的
な
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、わ
い
ろ
罪
や
あ
っ

せ
ん
利
得
罪
、
公
選
法
に

よ
る
寄
附
禁
止
、
規
正
法

に
よ
る
寄
附
受
領
の
制
限
、

議
員
の
請
負
禁
止
、
政
務

活
動
費
の
使
途
制
限
な
ど

の
法
令
・
例
規
に
加
え
、

住
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招

く
行
為
の
防
止
を
図
る
た

め
の
遵
守
規
範
に
つ
い
て

も
触
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定

義
や
対
策
、
研
修
の
重
要

性
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し

た
。

中
村　
健 

氏
（
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
事
務
局
長
）

安
房
３
市
１
町
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

令
和
７
年
１
月
17
日

講
師

太
田　
雅
幸 

氏
（
弁
護
士　
元
衆
議
院
法
制
局
員
）

千
葉
県
南
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

 

令
和
７
年
１
月
23
日

講
師

研修報告
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視
察
研
修
報
告

　

稲
敷
市
で
は
、
条
例
制

定
に
あ
た
り
、
平
成
31
年

2
月
に
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活

動
が
十
分
で
は
な
か
っ
た

よ
る
に
ぎ
わ
い
、
産
業
活

性
化
を
調
査
し
て
い
る
。

今
回
は
、
漁
獲
量
の
増
加

や
漁
港
施
設
の
有
効
活
用

も
期
待
さ
れ
る
養
殖
に
つ

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

海
業
に
つ
い
て
　
陸
上
養
殖
の
視
察

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
会
基
本
条
例
制
定
後
の

議
会
活
動
の
あ
り
方
や
効

果
等
を
調
査
す
る
た
め
、

茨
城
県
稲
敷
市
へ
委
員
を

派
遣
し
視
察
を
行
っ
た
。

　

第
一
次
産
業
を
取
り
巻

く
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、
当
委
員
会
で
は
海
や

漁
村
の
価
値
や
魅
力
を
活

用
し
た
、
海
業
の
取
組
に

視察研修のようす

説明を受ける委員

た
め
、
改
め
て
令
和
3
年

6
月
設
置
し
調
査
を
行
い
、

任
期
中
で
の
2
回
の
調
査

に
よ
り
基
本
条
例
・
政
治

倫
理
条
例
制
定
に
至
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
同
一
任
期
中

で
の
協
議
・
調
査
・
制
定

は
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
主
権
者
教
育
の

観
点
か
ら
、
数
年
前
か
ら

中
学
校
・
高
等
学
校
に
出

向
き
議
会
報
告
会
を
開
催

し
若
者
世
代
と
の
交
流
を

励
行
さ
れ
て
い
る
経
緯
も

あ
り
、
議
員
皆
が
制
定
に

は
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

本
市
に
於
い
て
も
条
例

制
定
に
向
け
た
機
運
を
醸

成
し
、
今
後
も
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
。

い
て
勉
強
し
た
。

　

当
日
、
午
前
中
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
隔
離
型
養
殖
施
設
事

業
の
話
を
聴
き
、
午
後
、

海
水
を
利
用
し
た
ア
ワ
ビ

養
殖
事
業
の
話
を
聴
い
て
、

現
在
の
養
殖
に
関
す
る
最

新
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
ず
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
伺
っ
た

話
で
は
天
然
資
源
の
増
減

で
価
格
が
変
わ
る
の
で
天

然
資
源
に
振
り
回
さ
れ
な

い
魚
種
の
選
定
が
大
事
だ

と
い
う
事
、
ア
ワ
ビ
養
殖

で
は
海
水
を
利
用
す
る
為
、

海
か
ら
の
距
離
、
場
所
の

選
定
が
大
変
だ
と
い
う
こ

と
を
知
っ
た
。
今
後
、
当

市
で
ど
ん
な
可
能
性
が
あ

る
の
か
さ
ら
に
研
究
し
て

い
き
た
い
。

【
視
察
先
】
茨
城
県
稲
敷
市
議
会

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
１
月
20
日

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・
い
す
み
市
へ
の
視
察

産
業
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

令
和
７
年
１
月
31
日

視察研修報告
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　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木２８番地　
　　　　　　　議会広報編集特別委員会　TEL 0470 − 33 − 1111　FAX 0470 − 20 − 4595

　　　　

　毎朝の散歩コースは海が見える海岸道路です、朝
日がのぼる時刻なので、きょうはどんなお日様に出会
えるかなと楽しみです。
　駐車場では、この自然が好きだと都会から来る人
や星の観察には絶好の場所だという人にも出会えま
す。
　毎日何気なく見ているこの恵まれた自然は貴重な
ものなんだということがわかります。
　ずっとずっと残しておきたいものの一つです。
　ただ、残念なことは子どもが少なくなり、学校が減っ
てしまったことです。若い人達が子どもを育てる場所
として、ここを選んでも働く場所がないということで
しょうか。何か策はないものでしょうか。
　また、旧白浜中学校の建物は統合してから１年が
過ぎようとしています。地元住民からすると、何に使っ
たら良いのか、白浜住民にとってどう活用することが
生かされた使い方になるのでしょうか。そういったこ
とを住民目線で話し合う場を、議員のみなさんが中
心になり、作ってもらえたら良いなあと考えています。

佐
さ の

野   美
み

智
ち

子
こ

さん

「大好きな南房総市のために」

　先日とある友人に原稿執筆の依頼を受けた。締切
も近いし、とても４００字には収まりそうに無い。な
らば今話題の「チャットＧＰＴ」に上記のタイトルを
入力し、問いかけてみる事に。
　数秒後には「１．観光資源の活用と地域振興・観
光業をもっと活性化する為に、地元の特産品や自然
を活かした体験型ツアーやイベントの開催・観光イ
ンフラの充実。観光案内所や交通アクセスを改善。
自転車道や遊歩道の整備。」「２．エコツーリズムの
推進・海洋環境保護の強化。」「３．地域コミュニティー
の活性化・地域イベントやワークショップ、地域資
源を活かしたビジネス支援。・移住者支援。住まいや
仕事のサポートや生活支援。」「４．農業や漁業の支援・
農産業のブランド化、直売所やオンラインでの販売
の拡充。地域の食文化を発信するイベントの開催等。」
との回答でした。
　すでに実施されていたり、検討中の事業も含める
と、ＡＩのアドバイスに近いのではと思いましたが、
皆さんはいかがでしょうか……。

鈴
す ず

木
き

　国
く に

雄
お

さん

「南房総市のまちづくりに望む事」

市
民
の
声
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します

お問い合わせお問い合わせ
南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格

市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
ね
。
こ
の
議
会
だ

よ
り
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
環

境
に
も
慣
れ
た
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー

で
の
活
動
も
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
予
算
も
議
決
さ
れ
、
新
年
度
が
動
き

始
め
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
卒
業
式
で
校
長
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
、

良
い
こ
と
を
し
た
人
を
見
つ
け
た
ら
カ
ー
ド
に
書
き
、

校
長
先
生
に
届
け
る
取
組
み
を
し
た
そ
う
で
す
。
良
い

こ
と
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
気
持
ち
も
明
る
く
な
る
の

で
素
敵
な
取
組
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
紙
面
を
読
み
終
え
た
時
に
明
る
い
気
持
ち
に
な

れ
る
よ
う
な
編
集
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

9月〇日（〇）
9月定例会は

5月28日（火）
6月定例会は

午前10時から
予定しています

市役所2階で住所・氏名
を書くだけです。

６月定例会は
６月５日（木）

市ホームページ

市議会

市議会ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ中継（二次元コード）

▼

▼

南房総市議会YouTubeチャンネル
でライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

からご覧ください。
（配信期間は約２カ
月です。）

議会だより
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